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研究の背景 研究テーマ：金属窒化物の大気下合成法の開発01

研究内容02

太陽光エネルギー…柔軟性の高いエネルギー

太陽電池で光に

光触媒で水素・酸素に
h+

e-
赤外線：~42％

可視光線：~52％

紫外線：~6％
→クリーンエネルギーに
変換可能
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可視光応答性材料が必要

金属窒化物・酸窒化物…バンドギャップが狭く、可視光利用可能
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変換効率が悪い 工業生産時の課題
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✓ 現状の効率は約3％
（実用化には50％）

✓ 励起キャリアの失活
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✓ 非大気合成が必須

✓ 設備・ランニング
コストの増大

ジシアンジアミドを用いた金属窒化物の大気下合成[1,2]
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Ambient

atmosphere

✓安定な副生成物の生成を窒化の駆動力に設定
✓複数種の金属窒化物の大気下合成に成功

工業生産時の課題解消
➢ ガスボンベが不要
➢ ランニングコストの縮小化

変換効率の改善 ➢ 大気中での焼成で効率向上との報告[3]
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窒化のスクリーニング＠SPring-8 ✓ 昇温中のXRDパターンの変化を追跡することで窒化温度の特定が可能

✓NaGaO2を用いた場合のみ窒化を確認

• LiGaO2、NaInO2等では窒化せず

✓GaNにZnOを混ぜた酸窒化物GaZnONは水電解光触媒
としての応用が期待

→GaZnONを大気下合成し、水電解光触媒能を評価

大気下合成条件の探索と生成物の評価

▼ZnGa2O4
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GaZn_180

GaZn_150

GaZn_120

GaN (ICSD#25676)

✓加熱時間を変えることで目的の結晶構造
が生成

ZnO#34477

大気下合成GaN
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GaZn_180

✓生成物の吸収端は、ZnO/GaN(~350 nm)

よりも長波長側にシフト

✓GaとZnが生成物に均一に分布

目的物質の大気下合成に成功
生成物の光触媒能評価を検討中
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